









































































































































































































































































































































































































































べき方向を見定めることに生涯を賭けた思想家でした。南原生誕 130 年、没後 45 年に当たる今、
これからの歴史を担う皆さんが、南原のそうした姿勢に学びながら、われわれを取り巻く日本と
世界との諸問題を批判的に見据え、それを解決する方策を探ろうとする高い志をもって勉強や学
問に取り組まれることを心から期待して、私の話を終わりにしたいと思います。ありがとうござ
いました。
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